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殺されて当然なのに…なぜ？（ヨハネ8:9-11）
　
　精神的に悩んでいる方のほとんどの人が、心の中で誰か、何かを許すことができない、許せないという思いを持っているそうです。それほど人のことであれ、何かの事柄であれ、いろいろな意味での健康にダメージを与えるものになります。しかし、私たちは、許せないのだから許せないと、中々、それを乗り越えることが難しいです。私たちが１回限り歩いている子の人生の中には問題だらけであるし、問題とその問題を抱えている人をどのように見るのかということは、人生の成功と失敗を左右するようになるかもしれません。世の中で、学校で、どのように教わって来たのかわかりませんが、キリスト教はまったく違う見方をするということを、今日、特に今日の聖書の箇所をとおして、しっかりと覚えていただきたいと思います。

　今日の聖書の箇所は、皆さんもご存知のように、現場で姦淫の罪を犯して捕まった女の人が、そのような罪を犯した場合には、モーセの律法、法律によりますと、石打ちにして殺すということになっていました。それが当然で当たり前なのです。その女性を多くの人がイエス様の前に連れてきました。それで「イエス様、あなたはこういう場合に、こういう人をどうしますか」と尋ねます。イエス様が黙って腰をかがめて地面に何かを書いていると、「ほら、答えに困っているでしょう」とわーわー煽っていました。イエス様が身を起こして「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」と言って、また地面に何かを書き始められました。すると、大人を始め子どもに至るまで、その場に石をおいて皆、消えて去っていきました。その後の話が今日、司会者がお読みしたところです。イエス様が、その捕まって殺されて当然な、律法によりますと当たり前に石打ちになって死ななければいけない女性に対して、「あなたを罪に定めて、石で打ち殺そうとしていた人々はどこにいるのか」と質問しますと、「誰もいません。」とイエス様と自分しかそこにはいませんでした。そのときに、イエス様が、私もあなたを罪に定めない。あなたはもう許されたのだ。あなたはこれから新しい人生を歩む。このように宣言されました。世の中で普通に考えるとありえない話です。犯罪者、罪を犯しているもの、問題を抱えている人を見る見方というのは、キリスト教はこういうものなのです。今まで世の中では当然で当たり前だったものが、キリスト教の中に入るとそれが当然でなくなります。当たり前でなくなります。どんでん返しに終わるというところがキリスト教です。そのようなことを今日ぜひ皆さんの心の中に刻み込んで帰っていただきたいと思います。それで皆さんの心の中にもどんでん返しの祝福が実際に起こるように祈りたいと思います。
　なぜ普通に死んで当然な人が、さばかれて当然な人が、殺されて当然な罪を犯した人間が、殺されずに許されて、しかも新しい祝福の人生を歩むようになるのでしょうか。その質問をもってメッセージを聞いていただきたいと願います。それはキリスト教の中には、神様の愛があるからです。神様の愛がゆえに、本当は死んで当然な人間が死なずにどんでん返しが起こるのです。なぜかと言いますと、神様は、彼女が犯してしまった罪、犯罪の本当の真実が何かご存知の方です。どんな問題を抱えて、どのような過ちを犯すにしても、神様はその表面ばかりではなくて、本当の真相が何かご存知の唯一の方です。それが単に現場で姦淫の罪を犯した。だれかをいじめた。そのような話ではなくて、その裏に目に見えない根本のところに、実は彼女は原罪という罪を抱えているということを、神様はご存知なのです。本来、神様とともにいて、神の祝福の中で神の栄光を現すべき人間だったのに、その人が罪を犯して神様から離れて、神様と遮断され断絶されることになりました。それを聖書は死と言います。いのちの祝福をまるごとすべて失うことになりました。しかもその結果、目に見えないサタン、悪魔というものに支配されることになりました。自分の意志とまったく関係ありません。その人の人格や道徳性などと一切関係ないのです。根本的な原罪というものです。その原罪のゆえに、彼女の場合は、現場で姦淫の罪を犯す犯罪に現れたのです。そして、神様はご存知なのです。原罪のゆえに彼女はそうなるしかなかったその背景のことも神様はご存知なのです。彼女がただ彼女ではなくて、お父さん、お母さんがいてその間で生まれたものです。お父さんの家系があって、お母さんの家系があって、その二つの家系の歴史の中には、原罪を抱えている人間が積み上げてきてずっと流れてきた家系という背景があるのです。その背景をもって彼女は生まれてきて、残念ながら現場で姦淫の罪を犯した罪として、それが実を結ぶようになっただけです。単純な話ではありません。何かの人の問題や、人の弱さというものが、あるいは犯罪や悪さというものが、私たちが見てわかるような端的な話ではありません。ものすごく根深い背景を抱えています。そして、その家庭に生まれ、家庭で育ちながら、家庭内の様々な問題という背景を抱えていて、特に個人的には、生まれて今に至るまで、何かがきっかけになって心に傷を抱えるようになります。心がボロボロで傷を抱えるようになり、そういうことによって結局は、悪いことでしょうけれども現場で姦淫の罪を犯して、人をいじめたり、物を盗んだり、人を殺したり、人を憎んだりというような実を結ぶようになったということを、神様はご存知なのです。私たちみたいに社会で見ているかのように、何かの事柄の表ばかりを見ている方ではありません。神様は、すべてご存知なのです。そして、何より神様は、現場で姦淫の罪を犯したのは間違いなく罪でありさばかれないといけないものですが、実はそのすべてを原罪や今申し上げました背景などを利用して、裏で糸を引いて操ってそうさせた者がいる、つまり、真犯人が誰なのかを誰よりもよくご存知の唯一の方なのです。それが空中の権威を持つ支配者と言われる、世の神とも言われる悪魔、サタンというものなのです。それが裏で糸を引いて、いじめるものは悪いのですが、いじめるものも被害者なのです。裏でサタンが糸を引いているからいじめたし、いじめられる方もかわいそうなのですが、ずっと一生病気になるのも裏で糸を引いているからなのです。単にその人の過ちだということで終ることではありません。神様だけがこのような問題、犯罪の真相をご存知の方なのです。だから、神様はだれよりもわかっていらっしゃるのです。この問題は、現場で姦淫の罪を犯したその問題ではなくて、こんなに根深い解決不可能な問題ですので、神様の愛の他には道がないということを、神様はだれよりご存知なのです。正しいことやすばらしいこと、良いことがいっぱいあるかもしれませんが、何も役に立たないのです。唯一、本当の真相がわかれば、神様の愛、単なる人の愛や愛情ではありません。全能なる創造主である神の愛の他には道がないということをご存知なのです。ヨハネ3：17-18を見ると、このようにおっしゃっています。私が来たのは、この世をさばくためではない。この世を救うために来たのだと。なぜかというと、もうすでにさばかれているからです。道は神様の愛の他にはありません。つまり、すべての法律や決まりや倫理や価値観や道徳など、あるいは人の限界や感情なども全部越えていく超越的な愛の他には道がありません。それが神様の愛なのです。神の愛の他にはありません。しかも神様の愛は、私たちと相談したり話し合ったりせずに、一方的に注がれる愛なのです。そのような愛でなければ、助かる道はありません。神様はだれよりそのことをよくご存知の唯一の方だったのです。一方的な愛です。
それから、私たちの条件と一切関係なく、無条件的な愛でなければ希望はありません。真相がわかればそうです。正しいか正しくないか言う前に、愛の他には道がありません。しかもその愛は、実際的な愛です。ただ愛していますと宣言するだけ、言葉だけの問題ではなくて、実際にどうにもならない原罪の問題や悪魔のしわざ、背景のすべての傷や罪、さばかれるしかない滅びの運命の勢力などを全部、実際的に解決するために、あがないの犠牲を払う愛なのです。だから、実際的な愛です。感情的なロマンチックな愛ではありません。それが創造主の神様の愛です。もう一度申し上げます。超越的で一方的で無条件的で実際的な愛。宇宙のどこを見ていてもこういう愛は見当たりません。ありません。それで神様は、罪を犯している人々のために、愛を実践されました。まずは約束されました。私が、キリストを送ることによって、あなたがたにわたしの愛を示し、あなたがたの問題をわたしが愛をもってすべて代りに解決すると約束されました。創世記3：15に、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。そのときにかかとに噛みつかれると、キリストを愛として約束されたわけです。そして、その約束が実際に成就しました。処女マリヤから生まれて、十字架にかけられましたイエス様。そのイエス様が、キリストです。そして、そのイエス様は、神の愛を実践するために、自ら犠牲のあがないのいけにえになって十字架にかけられ血を流されて苦しめられ死なれました。罪人の代わりに。そして、本当に神の愛がまっとうされたという証拠として、死んだ後、３日目に死者の中からよみがえられて、死のすべての力を打ち破られて勝利されました。つまり、神の愛を実践されて、すべての問題を終わらせたわけです。その他には道がありませんでした。このような具体的に約束されて、また実践されましたこの神の愛、だれも真似できないこの愛があるゆえに、普通に死んで当然なのに、さばかれて滅びて当然なのに、そうならずにどんでん返しが起きて、それで許されて新しい祝福の人生に新しく生まれるようになるのです。ここにキリスト教のどんでん返しがあるのです。これがキリスト教が、罪人や問題を抱えている人を見る見方なのです。聖書にはそのような宣言ばかりです。ローマ5：8に、私たちがまだ罪人であったとき、イエス・キリストが十字架で死なれることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示されたとあります。イエス・キリストは、神様の愛なのです。Ⅰヨハネ4：9-10を見ると、私たちが先に神を愛したのではありません。神様が私たちを先に一方的に愛されたのだとあります。その愛のゆえに、キリストを十字架に引き渡されたのです。そう書いてあります。皆さんもご存知のように、ヨハネ3：16には、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。宇宙のだれも真似できない、唯一、人の問題を解決することができる創造主の愛のゆえに、死んで当然な人間が許されて、新しいいのちの祝福に預かるようになりました。そして、神の愛が実践されたので、イエス・キリストがその間様の愛なので、このイエス様の前で、今まで殺そうとして投げかけられていた石、つまり、イエス様の前で今まで殺そうとしていたすべてが消えて去っていくようになりますので許されるわけです。だから、どんでん返しが起こるのです。神の愛の現れは、イエス・キリストです。超越的な神の愛は、イエス・キリストなのです。だから、そのイエス・キリストがすべてを成し遂げられて完了したと宣言されてよみがえられましたので、イエス様の前では今までああだ、こうだと飛び交っていたすべては去っていくようになります。イエス様は、消しゴムのような方です。今までは正しい正しくない、悪い良い、こうだああだと、いろいろな意見がともなっていたのですが、それがすべて１分に消えて去っていくようになります。神の愛の現れであるイエス様の前で言うべきこともありません。だいたい私たちは、いろいろな声があります。自分の内側の心の声、良心の声というものがあります。それも消えてなくなります。それを当てにしてはいけません。イエス様の前では、言うべきことが何一つありません。今まで教わって来て、また耳に入ってきた、また勉強してきた知識による様々な声があります。それも一切当てになりません。イエス様の前ではみな無力で去っていくようになります。特に人はいろいろなきっかけによってそれぞれいろいろな傷をほぼ無意識的に抱えて生きています。それがその人の霊的な成長、人間的な成長などを全部留めてしまうのです。その傷による声があります。その傷から流れ出る声というものがあります。それもイエス様の前では言うべきものではありません。神の愛の現れであるイエス様の前では言うべき声、言うべきものが、一切ありません。また、聞くべき声も聞くべきものも何一つありません。私たちの耳の中に法律の声があります。律法の声があります。道徳の声があります。宗教からの声があります。また、人間から、周りの人からの声があります。一切当てになりません。イエス様の前では全部消えて去って行くものなのです。だから、こんな死んで当然な罪を犯した人間なのに、滅びて当然な過ちを犯してしまった人間なのに、死なずにさばかれずに生かされて助かるようになるのです。それがどんでん返しです。法の声に従いますと、殺されて当然なのです。道徳の声に従いますと、一生心を縮めて苦しまないといけないものなのです。そして、傷の声に従いますと、一生人を憎んだり、自分を憎んだり、自虐しながら生きるしかありません。それらが全部消えて去って行くようになります。イエス様の前では。イエス様は、神の愛、キリストです。あなたを罪に定めようとしていた人々がどこにいるのか。だれもいません。これがキリスト教です。内側からの声、外側からの声が全部消えることを、主の名によって祈ります。イエス様の前で。
そして、残るのはイエス様の声しかありません。イエス様はおっしゃいます。わたしもあなたを罪に定めない。こういう声です。だから、わたしがあなたの代わりに十字架で死んだのではないのか。この声しか聞こえません。この声だけ聞かなければなりません。他のものは、当てにしてはいけません。なぜそうしたのか。どうすればいいのかなどはいりません。だから、私があなたの代わりに十字架で死んだのでしょう。マルコ10：45、私は仕えられるためではなく、人に仕えるために来たのです。また、多くの人のいのちを助けるために、犠牲のいけにえとして自分をささげるために来ました。十字架で血を流して死んだのは、現場で姦淫の罪を犯してしまった、精神的に苦しんでいるあなた、良心に縛られて苦しい思いをしているあなた、その問題、あなたのためにわたしが十字架で死んだのです。これだけが残って聞こえて来ます。イザヤ53：5-6にも、イエス様が懲らしめられたのは、私たちのためである。彼が苦しめられたのは、私たちがいやされるためである。神様は私たちのすべての罪、すべての問題を彼に負わせた。だから、わたしがあなたのために、あなたの代わりに十字架で死んだのでしょう。この声以外には何も聞こえません。何も当てにしてはいけません。今までは自分の良心の声に敏感に従おうとして、最終的には、それが自分の首を絞めてくる経験をしました。人間は良心に従って生きていけるような能力などありません。神様の愛の他には道がありません。イエス・キリストの他には道がありません。私は他人が私をどう見ているのか、他人が私のことをどのように評価しているのか、ものすごくデリケートで敏感でした。神様がともにおられる祝福の経験がなかったゆえに。それでもう頭がおかしくなりました。そういう声など気にしなくてもいいのです。そうすればするほど、悪魔の洞窟の中から中々、抜け出せません。神の愛の声、イエス様の愛の声だけに耳を傾けるようにしましょう。そのときにどんでん返しが起きます。ヘブル10：14にも、イエス様がひとつのささげものによって永遠にまっとうされたと書いてあります。だから、わたしがあなたの代わりに十字架で死んだのでしょう。わたしもあなたを罪に定めないというのは、こういう言葉です。だから、これからは何も問わないで、イエス様のことを信じるだけで十分なのです。他は何も気にしなくてもいいです。気にすればするほどプレッシャーや圧迫が増すだけです。わかったふりなどしないように。勉強したふりなどしないように。神のことばに耳を傾けなさい。すべての声を消しなさい。すべての声を退けなさい。すべての声をカットしなさい。あなたを助ける声は宇宙に存在しません。全部世の流れというものです。空中の権威を持つ支配者悪魔が裏で糸を引いているのです。それに右往左往、惑わされてはいけません。ひとつだけ、神のことば、神様の愛であるイエスがキリストだという福音、イエス様の声だけに耳を傾けなさい。だから、私があなたの代わりに十字架で死んだのでしょう。だから、何も気にしないでわたしを信じればいいよ。すべて疲れて、重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。まことにまことにあなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきにあうことなく。死からいのちに移っているのです。ローマ10：13、だれでも主の御名を呼ぶ者は、救われる。それ以外に、何もおっしゃりません。義人は信仰によって生きる。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる。イエス様が十字架にかけられたときに、今まで凶悪犯罪ばかり犯して一緒に死刑になっていた強盗の一人、その人が最後にこのイエス様の声だけに耳を傾けました。この死刑の現場の下では「殺しなさいよ。あんな悪い人間がどこにいるか。たぶん地球が終わるまであんな悪い犯罪者現れないだろう。子孫代々全部滅びたほうがいい」とかいろいろな声がありました。イエス様の声を聞きました。だから、わたしがあなたの代わりに死ぬ。それを信じたときにイエス様がおっしゃいます。「今日、あなたもわたしと一緒にパラダイスにいる」と。何も要求しません。キリスト教を誤解する人が多いのですが、キリスト教は何か強いられるところではありません。なにか一生懸命、守るところではありません。そのようにしては希望がないので、本当の真相がわかれば、神の一方的な愛に頼るしかないし、イエスがその愛でありキリストであるということがわかるから、そのイエス様を信じる信仰の他には何も当てにしません。これがイエス様の声です。このイエス様の声だけが残る時に、どんでん返しが起こります。わたしもあなたを罪に定めない。だから、わたしがあなたの代わりに十字架で死んだのだ。だから、すべて終わったのでただわたしを信じればいいのです。義人は信仰によって生きるという声以外は、すべて無視するように。そのときに、どんでん返しが起こるのです。イエス様の前で今までああだ、こうだと言っていたすべてが消えて去っていくので、死んで当然な人間が生かされるのです。どんでん返しの祝福が起こるのです。これはキリスト教です。
そうならば、私たちは、ここで決心しなければなりません。このどんでん返しが自分の内側で確認して怒るように、つまり罪人や問題を抱えている人に対して見方を変えるように解釈を改めるようにしなければなりません。罪人や問題を抱えているということは、なるほど神の愛の前に立つためにある材料なのです。悪いいいという次元は、全部消えてカットされないといけません。唯一の希望である神の一方的な愛の前に立たせられるために、許されたものです。だから、まことの悔い改めを手伝うのです。悔い改めるというのは「悪いよ」ではなくて、その神の愛の他のものに走っていて、他の何かを基準にして、他の何かを頼りにしていた全部を捨てて、唯一、神に会いに立とうとした。これが悔い改めです。そして、今までの全てに対して、自分の問題に対しても完全に絶望すること、これが悔い改めることです。最終的に残るのは一つ、この宇宙にもない神の愛、イエス・キリストをとおして明らかにされました神の愛。つまり、Onlyイエスになるように、そのために罪を犯したり、様々な問題を抱えるようになりました。解釈を変えないといけません。つまり、すべてが消え去って、イエス様の前に立つためにいろいろなことがあったのです。そのように見方を改めなければいけません。なぜなのでしょうか。そうすることによってのみ、その人は、今までそうなるしかなかった滅びの運命の人生から抜け出して、新しく生まれることができるのです。つまり、犯罪者、罪を犯している人間、問題を抱えている人人間は新しく生まれるための材料なのです。でも、新しく生まれる方向ではなくて、正反対の方向、さばかれる方向、サタンの声にいつも耳を貸します。違います。自分自身もそうだし、他人を見るときもそうなのです。だから、まず自分の内側で実際的にどんでん返しが起こらないといけません。新しく生まれるために。Onlyイエス。それでイエス様が信じれば、古い者は過ぎ去り、すべてが新しく作り変えられて、死からいのちに移るようになるし、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもとされる特権が与えられる。このような神の祝福の子どもとして新しく生まれるために問題もあったり、弱さもあったり、ときには罪を犯したりということもあったのです。ここをサタンは見ないように邪魔します。サタンの声を無視してください。おまえが何と言おうが、イエス様の声の他には当てにしない。そうすることによって、一回限りの残りの人生、イエス様が最後にもう二度と罪を犯さないようにと言ったのは律法的な意味でではありません。これからは新しく生まれたので、今までとは違う、何を飲むか食べるかの人生ではなく、このすばらしい神の愛イエス・キリスト、宇宙のどこにもない人が助かるための人生のどんでん返しの唯一の鍵である神の愛を分かち合う人生を生きてもらうためにあるものです。

何がでしょうか。その犯罪が、その問題が、その精神的な問題が、神の愛を分かち合うために、そういう人生を歩いてもらうためにある材料なのです。そこまでクリスチャンの方々は見ないといけません。まず、皆さん自分の人生、自分の内側の中にある問題や弱さやいろいろなトラブル、また人には言えない悩み事などあるでしょう。その見方を変えないといけません。今までの皆さんが当たり前だと思っていたそれが当たり前でなくなるように、どんでん返しが起こるようにイエス様の前に立ってください。神の愛の前に立ってください。その他に正解はありません。その神の愛をまず教会で分かち合い、現場で分かち合い、ついにはすべての民族、全世界でそれを分かち合うようになるというすばらしい輝く人生を歩いてもらうために、この女の人は現場で姦淫の罪を犯すこともあったのです。どんでん返しでしょう。あの女の人は、モーセの律法によりますと、のろわれた人間であり、だから殺されないといけないということが、教会を愛し、現場で愛を分かち合い、世界中で愛を分かち合うためのものだというどんでん返しがキリスト教にはあるのです。
結論を言いましょう。宇宙の誰一人、罪に定める、つまり、さばける人間は存在しません。そういう資格のあるものは一人もいません。逆に、人にさばかれる、さばかれて当然な人間も一人もいません。勝手にそうしているだけです。無視されるというのは、無視する資格がないのに、その権限を越えて無視しているだけであって、無視されて傷つくというのは、だれにも無視される理由がないのに、勝手に無視されるからなのです。神様の他には人をさばける存在はいません。だから、誰一人さばけるものもいないし、さばかれる人もいません。そういうことではなくて、なんであっても無条件、キリスト、イエスを握るように。無条件、一つの道、福音を握るようにすること以外は、何も正解はありません。正しいかどうか決着をつけるということは、キリスト教にはありません。無条件です。どんな人間でも、どんな罪を犯しても、どんな問題を抱えていても、無条件、福音の前に立つようにしましょう。その他は一切カットしなければいけません。キリスト、イエスだけを見上げるように。つまり、自分の内側の声、他人の声を全部消すように。これが生きる道です。

それから、どんでん返しを、神の愛を、皆さんが、皆さんの内側で感謝して、実際に１週間のうちで実践してもらいたいと思います。意識しているかどうかわかりませんが、それぞれ心の中で引っかかっている人間、何かの事件があるかもしれません。到底、認められない、許せない事柄や、何かの人間の心の内側にいるでしょう。それに対して、今までそこに対処していた態度や思い、感情などに対して、どんでん返しが起こるようにしてください。違いますと。皆さんの心の中に引っかかっているものを許せないと暗やみの力は離れません。それが出来事であれ人であれ一緒です。ですから、実践してください。一番許せない人間、一番許せない事件などを。許せないものなど存在しません。もっていると律法によるとそれがもっともな話でしょうが、それは裏でサタンが糸を引くのです。霊的なことがわかっていないからです。正しいか正しくないかにずっと命をかけているものは、霊的なことがまったくわかっていません。100％サタンに負けてしまいます。聖書には許すこと以外には、他に何の方法もおっしゃりません。それしか方法がないから、だから、神様が先にそれを実践されました。私たちは、その実りです。皆さんの内側で何も引っかかるものがないように、どんでん返しの許しの祝福を味わっていただきたいと思います。イエスの前にそのすべてを立たせて、今までにあった声を全部消すように、イエス様の声だけを聞くようにしてみていただきたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちが今まで当たり前だと思っていたことに振り回されずに、みことばにしっかり立って、イエス・キリストによるどんでん返しの祝福を味わい、またその愛を分かち合うための残りの生涯を歩いて行けるように、ひとりひとりにこのみことばをとおして恵みを豊かに与えてください。じっくりと考えて、今まで当たり前だったものを全部消して、イエス様の声だけをしっかり持つようひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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